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告
　
示

◯
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
変
更
（
二
三
八
・
財
政
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
関
東
・
中
部
・
東
北
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
変
更
（
二
三
九
・
財
政
課
）
…
…
１

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
二
四
〇
・
秋
田
中
央
保
健
所
）
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
（
二
四
一
・
横
手
保
健
所
）
…
…
…
…
…
１

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
備
、
施
設
等
の
変
更
に
関
す
る
届
出
（
二
四
二
・
商
工
業
振
興
課
）
…
２

◯
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
の
一
部
改
正
（
二
四
三
・
港
湾
空
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
一
部
変
更
（
二
四
四
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
二
四
五
〜
二
四
七
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
二
四
八
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

◯
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
に
お
け
る
建
築
物
に
係
る
制
限
の
指

定
（
二
四
九
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

◯
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
閲
覧
所
の
設
置
の
一
部
改
正
（
二
五
〇
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
８

◯
県
が
発
注
す
る
物
品
の
製
造
の
請
負
、
買
入
れ
、
修
繕
及
び
改
造
並
び
に
県
が
行
う
物
品

（
生
産
物
及
び
差
押
え
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
売
払
い
に
つ
い
て
の
一
般
競
争
入
札
及

び
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
一
部
改
正
（
二
五
一
・
管
財
課
）
…
…
…
９

公
　
告

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
仙
北
地
域
振
興
局
仙
北
平
野
農
村
整
備
事
務
所
）
…
…
…
９

秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
三
条
第
二
号
中
「
千
葉
市
」
の
次
に
「
、
さ
い
た
ま
市
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号

関
東
・
中
部
・
東
北
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
三
条
第
二
号
中
「
仙
台
市
」
の
次
に
「
、
さ
い
た
ま
市
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令

第
百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

│
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│
│
│
│
│
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│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

指
定
医
療
機
関
か
ら
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第

百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

１

告
　
　
　
　
　
　
示

名
　
　
　
称

調
剤
薬
局
ワ
イ
ズ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー

所
　
　
　
在
　
　
　
地

南
秋
田
郡
五
城
目
町
字
下
夕
町
四
十

三
―
一

指

定

年

月

日

平
成
十
五
年
三
月
十
七
日

ペ
ー
ジ
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平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
意
見
を
有
す
る
場
合
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
届
出
事
項
の
概
要

（一）

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

イ
オ
ン
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
岡
　
田
　
元
　
也

千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一

（二）

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ジ
ャ
ス
コ
中
仙
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

仙
北
郡
中
仙
町
北
長
野
字
袴
田
百
八
十
八
番
外

（三）

変
更
す
る
事
項

（１）

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

イ
オ
ン
株
式
会
社

ア
　
変
更
前
　
開
店
時
刻
　
午
前
九
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
十
一
時

イ
　
変
更
後
　
二
十
四
時
間
営
業

（２）

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

ア
　
変
更
前
　
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
一
時
十
五
分
ま
で

イ
　
変
更
後
　
二
十
四
時
間
利
用
可
能

（四）

変
更
の
年
月
日

平
成
十
五
年
三
月
二
十
一
日

（五）

変
更
す
る
理
由

事
業
計
画
の
変
更
及
び
消
費
者
利
便
の
た
め

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
三
月
十
九
日

三
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

中
仙
町
役
場
　
企
画
開
発
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
八
月
一
日
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
商
工
業
振
興
課

五
　
意
見
書
に
添
付
す
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

（一）

意
見
を
述
べ
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

（二）

意
見
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

（三）

意
見
を
述
べ
る
理
由

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

海
岸
保
全
区
域
の
指
定
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
告
示
第
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
二
号
（一）
中
「
補
助
点
３
の
１
」
を
「
補
助
点
４
の
１
、
補
助
点
１
の
４
、
補
助
点
１
の
３
、
補

助
点
１
の
２
」
に
改
め
、
「
区
域
」
の
下
に
「
（
昭
和
六
十
三
年
建
設
省
告
示
第
二
千
百
九
十
七
号

で
指
定
さ
れ
た
土
地
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
方
位
角
三
百
五
十
一
度
百
六
十
メ
ー
ト
ル
」
を

「
方
位
角
四
十
一
度
十
五
分
百
二
十
五
・
五
四
八
メ
ー
ト
ル
」
に
、
「
方
位
角
百
度
六
十
メ
ー
ト

ル
」
を
「
方
位
角
七
度
二
十
三
分
二
十
四
秒
四
十
六
・
〇
四
四
メ
ー
ト
ル
」
に
、
「
方
位
角
二
十
九

度
六
十
五
メ
ー
ト
ル
」
を
「
方
位
角
三
百
三
十
五
度
三
十
二
メ
ー
ト
ル
」
に
、
「
方
位
角
六
十
度
三

「
補
助
点
３
の
１
　
基
点
３
か
ら
方
位

十
メ
ー
ト
ル
」
を
「
方
位
角
十
八
度
五
十
三
メ
ー
ト
ル
に
、

補
助
点
１
の
１
　
基
点
１
か
ら
方
位

「
補
助
点
４
の
１
　
基
点
４
か
ら
方
位
角
〇
度
百
七
十
メ
ー
ト
ル
の

補
助
点
１
の
４
　
補
助
点
１
の
３
か
ら
方
位
角
〇
度
百
九
十
メ
ー

角
〇
度
百
メ
ー
ト
ル
の
点

を
　
補
助
点
１
の
３
　
補
助
点
１
の
２
か
ら
方
位
角
二
百
五
十
一
度
四

角
〇
度
百
メ
ー
ト
ル
の
点
」

補
助
点
１
の
２
　
補
助
点
１
の
１
か
ら
方
位
角
二
百
七
十
八
度
四

補
助
点
１
の
１
　
基
点
１
か
ら
方
位
角
三
百
四
十
九
度
十
九
メ
ー

２

名
　
　
　
称

鎌
田
内
科
医
院

所
　
　
　
在
　
　
　
地

横
手
市
中
央
町
七
番
七
号

辞

退

年

月

日

平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
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点ト
ル
の
点

十
七
メ
ー
ト
ル
の
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

十
八
分
百
二
十
六
・
〇
七
八
メ
ー
ト
ル
の
点

ト
ル
の
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
土
木
部
港
湾
課
並
び
に
由
利
土
木
事
務
所
」
を
「
建
設
交
通
部
港
湾
空
港
課
並
び
に
由
利
地
域

振
興
局
」
に
、
「
能
代
港
建
設
事
務
所
」
を
「
能
代
港
湾
事
務
所
」
に
改
め
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
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│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

秋
田
県
土
地
利
用
基
本
計
画
（
昭
和
五
十
五
年
秋
田
県
告
示
第
九
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
変
更

し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
土
地
利
用
基
本
計
画
図
中
森
林
地
域
（
秋
田
市
、
湯
沢
市
、
北
秋
田
郡
森
吉
町
、
山
本
郡

峰
浜
村
、
河
辺
郡
雄
和
町
、
由
利
郡
象
潟
町
、
岩
城
町
及
び
西
目
町
並
び
に
仙
北
郡
田
沢
湖
町
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
自
然
保
全
地
域
（
本
荘
市
及
び
南
秋
田
郡
天
王
町
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
を
別
図
の
と
お
り
変
更
す
る
。

変
更
後
の
秋
田
県
土
地
利
用
基
本
計
画
図
は
、
建
設
交
通
部
建
設
管
理
課
並
び
に
関
係
市
役
所
及

び
関
係
町
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

３


